
たのしみは①    六年  組（         ） 

 

 

〇日常生活の中から自分にとっての「たのしみ」を見つけて、イメージマップを作りましょう。 

 

 

 

 

めあて：言葉を選んで、短歌を作ろう。 
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○対称な図形 第６時 教科書Ｐ.１５  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 線対称な図形の性質を調べたときに、何に注目しましたか。 

  

・対応する(   )の長さと、対応する(   )の大きさに注目する。 

  

 

(２) 線対称の図形のように、点対称な図にも対応する辺の長さや角の大きさは 

あると思いますか。 

ある ・ ない 

 

(３) １８０°回転させたとき、頂点や辺がどのように動くのか、実際に図形㋕を回転させて 

   みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｃ 

Ｄ 

２ 図形㋕は点対称な図形で、点Оは対称の中心です。 
   右の図を使って、点対称な図形の性質を調べましょう。 

 

・前の時間に使った図形㋕を使います。 

・コンパス、ものさし、三角定規、分度器を使います。 

準備しておきましょう。 

・教科書Ｐ.１５の学習ですが、このプリントの最後問題🌳1 の前までは、教科書を閉

じて学習を進めましょう。 

 ここから学習スタート！ では、問題です。 

 

 学習を始める前の準備と注意です。 

重なり合う辺や角がありましたね。 

  点対称な図形で、対称の中心のまわりに１８０°回転したときに重な

り合う辺、角、点を、それぞれ対応する辺、対応する角、対応する点と

いいます。 

イメージ図 

・ О 

Ａ 

 
予想しよう 

イメージ図 

１１ 



 

 

（４） 図形㋕で、対応する辺の長さや、対応する角の大きさを調べてみよう。 

・「対応する辺」        長さ      対応する辺   長さ   

辺ＡＢ(    ｃｍ) →(辺     )(    ｃｍ) 

辺ＢＣ(    ｃｍ) →(辺     )(    ｃｍ) 

辺ＣＤ(    ｃｍ) →(辺     )(    ｃｍ) 

辺ＤＥ(    ｃｍ) →(辺     )(    ｃｍ) 

辺ＥＦ(    ｃｍ) →(辺     )(    ｃｍ) 

・「対応する角」        角度     対応する角     角度 

            角Ａ(    度 ) →(角   )(    度 ) 

            角Ｂ(    度 ) →(角   )(    度 ) 

            角Ｃ(    度 ) →(角   )(    度 ) 

            角Ｄ(    度 ) →(角   )(    度 ) 

            角Ｅ(    度 ) →(角   )(    度 ) 

            角Ｆ(    度 ) →(角   )(    度 ) 

※調べた結果を、前のページの図形㋕の「イメージ図」に書き込みましょう 

 

（５） (４)から分かることを、下の(   )の中にあてはまる言葉を入れてまとめましょう。 

☆点対称な図形では、対応する辺の長さも対応する角の大きさも(     )。 
 

（６） 図形㋕を対称の中心を通る直線で２つに分けます。分けてできた２つの図形の関係は、 

 どうなっていますか。 

      ☆２つの図形は、(     )になっている。←線対称の図形の場合は…。 

 

 

 

 

 

 

 

🌳1 教科書Ｐ.16の🌳1の図形を見て答えましょう。 

① 辺ＡＢ、辺ＥＦに対応する辺は、それぞれどれですか。辺ＡＢ＝（   ）、辺ＥＦ＝（   ） 

② 辺ＣＤは何ｃｍですか。（    ）ｃｍ 

③ 角Ｂ、角Ｄの大きさは、何度ですか。辺ＡＢ＝（   ）度、辺ＥＦ＝（    ）度 

 
 ・点対称な図形では、 

対応する辺の長さや、対応する角の大きさは(    )なっている。 
・点対称な図形では、 
対称の中心を通る直線でできた２つの図形は、(    )になっている。 

線対称な図形と比べてみよう 

 ・線対称な図形では、 

対応する辺の長さや、対応する角の大きさは(    )なっている。 

・線対称な図形では、 

対称の（  ）で（    ）２つの図形は、(    )になっている。 

 

1２ 

 ものさしや分度器で、実際に計測して確かめよう。 

 ま
とめ 

 

まとめよう。 
   

・ 
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１
 
教
科
書
7
5
ペ
ー
ジ
と
7
6
ペ
ー
ジ
の
絵
や
7
4
ペ
ー
ジ
の
文
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を
見
て
、
大
昔
の
く
ら
し
の
様
子
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

 

 ２
 
大
昔
の
く
ら
し
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
か
。
2
枚
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を
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ま
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う
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食べ物
 

 
 

家や建造物
 

 
 

衣服や道具・行動
 

 
 【
め
あ
て
】
大
昔
の
人
々
の
く
ら
し
は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

 

  

〇
自
分
の
学
習
を
ふ
り
返
り
、
星
に
色
を
ぬ
り
ま
し
ょ
う
。

 

☆
☆
☆
☆
☆

 
☆
☆
☆
☆
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す
す
ん
で
学
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に
取
り
組
み
、
じ
っ
く
り
と
考
え
た
！
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Ｐ４４～４７ 

３．体のつくりとはたらき③ 名前（      ） 

 

 

 

 

 

 

問題 酸素は、どのようなしくみで、 

体のどこへ運ばれるのだろうか。 

 

仮説 肺でとり入れた酸素は、どうやって、どこへいくのでしょう。 

 
 

 

 

確かめ方 実験することは難しいので、本や動画、教科書で調べます。 

インターネットで検
けん

索
さく

をする場合、キーワードを使って検
けん

索
さく

します。 
 

例： 
教科書で調べる場合は、Ｐ4４～４７を見ます。  

言葉や絵で予想してみましょう。 

人は、肺で呼吸（酸素をとり入れて二酸化炭素を 

出す）をしていることが分かったね。 

今回は、肺でとり入れた酸素のゆくえを 

調べていくよ。 

６年生  酸素  体 

酸素を体のすみずみ

まで届けるか…。 

何か道のようなもの

があるのかな。 

全身を通っていると

いえば、血管かな？ 

血液ってどうやって流

れているんだろう。 

 

ずっと運び続けなきゃいけないよね。 

体の中でずっと動き続けているものって何？ 



結果 調べて分かったことを書きましょう。 

 
教科書Ｐ４６をもとに血液の流れを書きこんでみよう。 

 

結論 酸素は、どのようなしくみで、体のどこへ運ばれるのだろうか。

 
血液が全身をめぐることを、血液のじゅんかんという。 

 

やってみよう（Ｐ４５ 実験２） 

 自分の拍動や脈拍を感じよう！ 

＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿ 

 

肺で＿＿＿中にとり入れられた酸素は、＿＿＿によって 

＿＿＿に送られ、＿＿＿によって全身に運ばれる。また、＿＿＿

中の二酸化炭素も、＿＿＿によって＿＿＿に送られ、さらに 

＿＿＿によって肺に運ばれる。 

心臓の動きを拍
はく

動
どう

といい、 

それによって起こる血管の動きを 

脈
みゃく

拍
はく

といいます。 



 

 
ま
ほ
う

 

①
足
を
の
ば
し
て

 

 
体
を
前 ま
えに

た
お
そ
う

 
②
足
を
左
右

さ
ゆ
う

に
ひ
ろ
げ
よ
う

 

③
ひ
ざ
を
ま
げ
な
い
よ
う
に
し
て

 

 
体
を
前 ま
え

に
た
お
し
、
手
を
少 す
こ

し
ず
つ

 

 
前 ま
え

に
の
ば
し
て
み
よ
う

 

④
足
の
指 ゆ
び

を
ま
わ
す

 

 
足
首 く
び

を
ま
わ
す

 

 
ぎ
ゃ
く
ま
わ
し

 

 
左
右

さ
ゆ
う

を
か
え
て
や
っ
て
み
る

 

 
つ
ま
先 さ
き

を
ピ
ン
と
上
に
あ
げ
る

 

 
 

⑤
手
で
足
の
う
ら
を
つ
か
み

 

 
ひ
ざ
を
ピ
ン
と
の
ば
そ
う

 

⑥
か
た
足
を
か
か
え
、
つ
ま
先 さ
き

を
つ
け
よ
う

 

耳 み
み

・
お
で
こ
・

 

頭 あ
た
ま

の
て
っ
ぺ
ん

 

 
 

⑦
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⑨
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